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　２月８日（水）、北棟４階多目的ホールにて、タオル

製帽子贈呈式が行われました。

　これは西日本新聞社が社会貢献事業として、抗がん剤

治療による副作用で脱毛されたがん患者さんを応援する

ために行っているものです。この日の贈呈式には、製作

いただいたお二人も出席され、35個のタオル製帽子を

寄贈いただきました。

　タオル製帽子は１つ１つ丁寧に包装され、手書きの

メッセージが添えられています。タオル製帽子は通常の

ものと比べ、通気性もよく快適で、いろんな柄が楽しめ

たり、繰り返し洗って使えるのでとても重宝されている

そうです。

　増本院長より、「帽子を身につけた患者さんの笑顔が

目に浮かびます。がんと闘っている多くの患者さんに、

帽子のあたたかさと、製作者のあたたかい“まごころ”を

感じていただけたら嬉しい。」と謝辞を述べました。

がん患者さんへ手作りのプレゼント　～西日本新聞社よりタオル製帽子を受贈～

　３月23日（木）、筑豊地域の高校生を対象とした

医療体験イベント『第７回 飯塚病院医療体験コー

ス』を今年も開催し、嘉穂・嘉穂東・直方・鞍手・

田川の５つの高校から計88名の学生に参加いただ

きました。

　このイベントでは、医療に興味を持っている学生

に、医師・看護師・薬剤師・リハビリテーション・

管理栄養士・臨床検査技師・診療放射線技師の計7

つのコースから、特に興味を持っているコースを選

択してもらい、その職種の体験をしてもらいます。

　当日は、各コースならではの医療体験や施設見学、

スタッフとの対談などを行い、テレビで見るのとは

違った“医療職のリアル”を体験してもらいました。

　イベント後に行ったアンケートでは、「普段見る

ことのできない病院の裏側や機械を見せていただい

て、とても勉強になりました。」、「担当の先生方が

優しく丁寧に説明してくださったので、とても分か

りやすく、楽しく学ぶことができました。」、「患者

さんの病気について把握している看護師さんを見

て、私もそのような看護師になりたいと思いました。このような体験をさせてもらえて、将来の夢への第一歩

となったと思います。」など、将来の仕事として医療の道に興味を抱いていただけたような感想が数多く寄せら

れました。

第７回 高校生医療体験コースを開催　～医療現場で活躍する７つの職種を体験！～

タオル製帽子




